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This paper describes the rate of naturally occurring abortion and fetal death that 
were diagnosed by the use of an ultrasonographical device in 683 pregnant cynomol-

gus monkeys (Maraca fascicularis) of which 542 were wild-imported monkeys and 
141 were colony-bred monkeys. All of these animals had become pregnant by the 3-
day timed mating system. The combined rate of abortion and fetal death was 7.0% 
in the wild-imported animals and 7.8% in the colony-bred animals. There were no 
significant differences in the rate with respect to different ages and to different 
period of feeding at Tsukuba Primate Center. Seventy-eight per cent (38 monkeys) 
of the total cases occurred during the first 5 to 9 pregnancy-weeks.
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我々は,実 験用カニクイザルの大規模継続世代繁殖を

行っている[6]。 繁殖 コロニーにおいては日常的に種々

の臨床検査が実施 され,健 康管理が行われている[2,8,

11]。 さらに,サ ル類の生物学的特性を明かにするため

の生理学的なデータ収集も進められている[10]。 本報

告では,屋 内飼育カニクイザルの繁殖学的基礎データと

して,超 音波診断装置(Ultrasonographical Device,

USD)を 用 いて流産および胎仔死亡の発生率を調査 し

た結果を記す ものである。

調 査 期 間 は,1985年3月 か ら1988年5月 で あ る。

対象動物は,筑 波医学実験用霊長類センター[7]に

おいて妊娠 したカニクイザル683頭(野 生由来542頭,育

成141頭)で ある。妊娠ザル作出のための交配方法は,

正常な長 さの月経周期[5]を 連続2回 観察 した後 、3

回 目の月経出血の初日から数えて第11日 に雌ザルを雄ザ

ルケージに入れ,3日 間同居させる方法である。妊娠 日

齢は同居初 日を0日 として算出 した。飼育環境条件は,

全新鮮空気を供給 し,室 温25±2℃,湿 度60±5%,換

気回数12回/時,照 明時間14時 間/日 に設定 した。飼料

は午前に清浄 リンゴおよび ミカンを各100g,午 後 にサ

ル用固形飼料(オ リエ ンタル酵母K.K.製,AS型)70

gを 給与 し,水 は水道水を自由摂取 させた。雌ザルは交
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配 時 以 外 に45×60x60cmの ステ ソ レ スス チ ー ル製 金 網

ケ ー ジに収 容 され た 。

妊娠および流産ならびに胎仔死亡の診断には,超 音波

診断装置(ア ロカ株式会社,SSD-256,電 子 リニア型,

探触子の周波数5MHZ)を 用 いた。妊娠判定は塩酸 ケ

タミソ(ケ タラール50,三 共製)麻 酔下で実施 し,子 宮

内に胎の うおよび胎仔の心拍動が検出された場合[2]

に妊娠と診断した。前回検査時 に明瞭に認め られ てい

た胎の うもしくは胎仔が検出できな くなった場合には

「流産」と判定 し,胎 仔の輪郭は観察されるものの胎仔

の心拍動が消失 しているときには 「胎仔死亡」と判定し

た。

診断は,交 配後3,4,5,8,12,16,20,22週 目

に実施 した。なお,交 配後5週 目以降外陰部 より出血の

認められた場合には直ちに超音波診断装置による観察を

行った。

流産および胎仔死亡発生率は,野 生由来動物では542

頭中38頭(7.0%),育 成動物では141頭 中11頭(7.8%)

であ った(Tables1,2)。

野生由来動物の流産および胎仔死亡の発生率を入荷後

飼育年数別にみると,入 荷後飼育年数3～4年 の動物で

は86頭 中5頭(5.8%),5～6年 では214頭 中9頭(4.2

%),7～8年 では197頭 中20頭(10.2%),9～10年 で

は45頭 中4頭(8.9%)で あった(Table1)。 育 成動物

の流産および胎仔死亡の発生率を年齢別にみると,4～

5歳 齢の動物では65頭 中4頭(6.2%),6～7歳 齢では

53頭 中3頭(5.7%),8～9歳 齢 では20頭 中1頭(5.0

%),10歳 齢 ～12歳 齢 で は3頭 中3頭(100%)で あ った

(Table2)。 な お,10歳 齢 ～12歳 齢 の3頭 は 同 一 個 体 で

あ った 。

流産および胎仔死亡の発生時期を妊娠の週齢別にみる

と,5週 齢時8頭,6週 齢時11頭,7週 齢時11頭,8週

齢時5頭,9週 齢時3頭,11週 齢 時2頭,12週 齢 時4

頭,13週 齢時1頭,15週 齢時2頭,16週 齢時1頭,17週

齢時1頭 であ り(Fig.1),9週 までに全例(49頭)の

約80ｰbに 当たる38頭 に出現 し,残 り20%は11～17週 に出

現した。18週 以降には流産例はみられなかった。

交配後5週 目以降,外 陰部 よりの出血は59頭 において

認められ,こ のうち44頭 は流産 および胎仔死亡 となっ

た。

サル類の流産および胎仔死亡の発生率に関 しては,

す でにい くつかの報告がある[1,3,5,6]。 この うち,

Hendrickx[3]は16種 のサル類における流産 および胎

仔死亡の発生率調査成績を紹介している。そこで彼は,

サル類の流産お よび胎仔死亡の発生率は,報 告によって

大きな開きがあり3.9%か ら30%と 述べている。しかし,

この報告では,サ ル種,飼 育形態,環 境への馴化の度

合,さ らには妊娠診断の方法などが各々異なっているの

で,厳 密な比較はできない。

ところで,妊 娠診断法 としては,直 腸からの子宮触診

法[4],血 中ホルモソ測定による方法[12,13]お よび超

音波診断装置による方法[2,8,9]等 が あるが,こ れ ら

Table 1. Abortion and fetal death in wild-imported cynomolgus monkeys

Table 2. Abortion and fetal death in colony bred cynomolgus monkeys
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の うちで超音波診断装置による方法は,直 接子宮内の胎

仔の有無および胎仔の心拍動を肉眼で確認できるだけで

な く,母 体や胎仔に対する侵襲がほ とんどないと考えら

れる方法である[2]。 本論文は,屋 内恒温清浄環境下で

個別ケージに飼育されているカニクイザル[7]に お い

て,超 音波診断装置を用いて検出し得た流産および胎仔

死亡の発生率につき報告 したものである。

今回の調査は,超 音波診断装置により胎仔や胎仔の心

拍動の消失を確かめて流産あるいは胎仔死亡を判定 して

いるため,こ れまでの直腸に指を挿入しての子宮触診に

よる方法よりも正確なものと言える。それ故,こ の調査

により,我 々は個別ケージ飼育環境下でのカニクイザル

の流産および胎仔死亡の発生率を,正 確に知 り得たもの

と考える。但 し,今 回の我々の方法では,妊 娠の成立を

胎のうと胎仔の心拍動をともに認めた時 としてい るの

で,そ れ以前の胎のうだけを観察し得た時を妊娠の成立

とした場合には,流 産および胎仔死亡の発生数が,よ り

多 く記録されるかもしれない。つまり胎の うだけを観察

し得る時期から心拍動をも検出できる時期までの間(平

均5.6日)[2]に 生ずるかもしれない流産,胎 仔死亡の

発生数については,今 後さらに詳 しく検討することが必

要である。なお,今 回の調査成績は,我 々が既に報告 し

ている子宮触診法による調査[1,5,6]と ほぼ同様であ

った。

さて,今 回の我々の調査で,カ ニクイザルの流産およ

び胎仔死亡が発生 しやすい時期は,妊 娠5週 齢から9週

齢 までの時期であること,お よびその後妊娠11週 齢から

17週 齢までも比較的発生 し易い時期であることが示され

た。吉田ら[12,13]に よれぽ,カ ニクイザルの場合,

妊娠4週 齢ごろに母体血中の胎盤由来生殖腺刺激ホルモ

ソ(mCG)の 量が一時的に増加す る。そして,一 時的

に増加 したmCGレ ベルが急激に低下する頃[13]は,

胎仔の成長遅延や流産および胎仔死亡の起こり易い時期

に相当するとみられる。つまり,妊 娠5週 齢から9週 齢

までの時期における高率な流産および胎仔死亡の発生に

ついては,母 体の内分泌学的動態 との関連が考 えられ

る。 しか し,11週 齢以降に散発的に発生する流産および

胎仔死亡 と係わる要因については,目 下のところ不明で

ある。

次ぎに,流 産および胎仔死亡の起こり易さには,動 物

の年齢や分娩歴 も関係があるかもしれない。そこで,野

生由来動物 と育成動物でそれぞれ飼育期間および年齢別

に発生率を比較 してみた。その結果,入 荷後の年数およ

び年齢 と流産および胎仔死亡発生率との間には,一 定の

関係は認められなかった。今後育成の動物の例数を増や

し,年 齢毎の流産および胎仔死亡発生率や,経 産歴との

関係について,一 層 くわしく検討する必要があろ う。

要 約

3日 間1対1交 配にて妊娠 した屋内個別飼育カニクイ

ザル683頭(野 生由来動物542頭,育 成動物141頭)に つ

いて,流 産および胎仔死亡の発生率を超音波診断装置を

用いて調査 した。流産および胎仔死亡の発生率は,野 生

由来動物では7.0%,育 成動物では7.8%で あった。入荷

後の飼育年数および母ザルの年齢 と流産および胎仔死亡

の発生率との間に有意な関係は認められなかった。これ

らの流産お よび胎仔死亡例は,妊 娠5週 齢から9週 齢に

かけて多く発生した。

本研究を遂行するにあたって有益な御助言をいただき,本 論

文原稿を校閲していただいた国立予研 ・筑波医学実験用霊長類
センター所長 本庄重男博士に深謝いたします。
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